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組合向けBCP策定運用ハンドブック（第1版）

～中小企業・小規模事業者の事業継続を支援する組合のBCP～

緊急事態を生き抜くために
組合でできることがあります！

全国中小企業団体中央会
（中小企業庁 監修）

平成25年３月

仮設店舗
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BCPの
取組現状中小企業BCP支援

ガイドブックについて

中小企業のBCP策定支援のための
支援機関向けのガイドブック

BCPに取り組む利点とは

　中小企業は、日々、取引先・顧客から様々なニーズが寄せられ、それらへの
迅速な対応が求められています。また、中小企業を取り巻く社会・経済環境も
目まぐるしく変化しています。このような中、災害・大事故にあっても取引先・
顧客からは、平常時と同様の対応が求められることから、BCPの取組が必要に
なってきます。

　これまでも、中小企業のBCP策定を促進してきましたが、その策定率は15%
程度にとどまっています。
　BCPの取組を中小企業に広げていくためには、中小企業を支援する関係機関
（税理士、会計士、中小企業診断士、商工団体、金融機関、地方自治体等）の
方々に理解を深めていただくことも必要であると考え、本書をとりまとめました。

支援機関 中小企業支援活動

地方自治体
•地域経済の強靭化
•災害後の雇用の維持
•企業の事業継続による市民生活の安定化

商工団体
•会員企業の経営力の強化
•地域経済への貢献
•中小企業支援という使命の達成

金融機関
•災害による貸倒れの防止
•地域経済の早期復旧・復興
•保険料の安定に寄与

中小企業を支える士業
•中小企業の経営強化による顧客の確保
•中小企業支援という使命の達成
•支援の付加価値化

事業継続力向上

経営改革

•BCPの本質が理解できる
•BCP文書が策定できる
•災害対応力が高くなる

働き方改革

整理整頓/5S

信用力向上

事業承継

販路拡大

IT利活用

BCPの
本質とは

なぜ、BCPの取組は中小企業で
普及していかないのでしょうか。
BCPとは災害に備えるための
特別な取組と考えられているのでは
ないでしょうか。

BCPは実は

　自然災害等の突発的な経営環境の変化が起こった際に、事業資産の
損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を
可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続の
方法、手段等を取り決めておく計画。

　BCPの本質とは、災害発生時に事業継続を図っていくための
経営戦略です。
　被災すると人・モノ・資金・情報が足りなくなるという
状況下で、短時間に顧客のニーズ等に対応していくためには、

あらかじめ何が起こりうるか考えること
その時行うべきことを計画として定めること
実際にその計画が実行できるように訓練を行うこと

など備えておくことが重要です。これらは、多くの企業が
日常的に行っていることです。
つまり、単に災害のためだけの特別な備えではなく
「日ごろの経営改善の一環」です。
また、事業承継の取組の一環としても活用できます。

※ガイドブックでは、これらの解説を付しています。

BCP(BusinessContinuityPlan(事業継続計画))とは

1

2

3

ガイドブック
の特徴

本書では、支援機関の方々が、
中小企業のBCPの取組を
支援する上でのポイントを
以下の 3つの視点でまとめています。

また、本書では、どのように取り組めばよいかわからない
方のために、BCPに実際に取り組んでいる事業者の取組を
事例集で紹介しています。
また、中小企業庁HPでは被災経験事業者の取組を紹介する
ビデオを掲載しています。

BCPの取組事例

BCPが何なのか
わからない

BCPを策定したいが
やり方がわからない

BCPを策定したが
実行できるか不安

◆BCPの必要性と
　その本質

◆文書として整備する
　策定方法※

◆訓練の方法など

取組事例を紹介しています！

※中小企業庁の中小企業BCP策定運用指針
　「入門コース」に対応しています。

本ガイドブックでは、

本書では、BCPを策定したい中小企業を
指導する際の参考として「中小企業BCP
策定運用指針」入門コースに基づき、
BCPの本質（経営改善の一環）を踏まえ
ながらの策定方法の解説を付しています。

BCP策定
方法の解説

【参考】BCP関連の中小企業者向けの支援策

経営方針

優先順位の検討

現状の認識

改善策の立案

責任の明確化

改善策の定着
（教育）

さらなる改善

経営改善BCPによる取組

BCPの本質は経営改善の一環

誰が何をやるのか

定期的・継続的な
見直しの実施

何のためにやるのか

何をやり、
何をやらないのか

今のままだと、どう
いう状況になるのか

どうすれば
改善できるのか

社員への徹底

運用手順

基本方針の立案

重要商品の検討

被害状況の確認

事前対策の実施

緊急時の体制の整備

BCPの定着
（教育）

BCPの見直し

経営改善BCPによる取組

まずは簡易な方法から始めたい方向けにBCPに必要な文書を
集める取組方法も併せて紹介しています。

マネジメント活動で
求められる視点


















